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株式取得（子会社化）に向けた株式譲渡契約締結のお知らせ 

 

 

当社は、2023 年 2 月 8 日開催の取締役会において、株式会社レキシー（以下 レキシー）の全株式を

取得して子会社化することを決議し、2023 年 2 月 13 日付でレキシーの親会社である JSR 株式会社とレ

キシーの株式を譲り受ける契約を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 

１．株式取得の理由 

当社は、ライフサイエンス事業において人工関節置換術をはじめとする整形外科領域で、術前計画

を主に 2D でシミュレーションするソフトウェア「整形外科デジタルプランニングツール」を輸入し、

国内販売しております。 

レキシーは、同じく整形外科領域で術前計画を 3D でシミュレーションするソフトウェアの自社開

発・販売を行っており、2001 年に販売開始して以来、国内販売のトップシェアを占め、多くの病院に

採用されている実績を持ちます。 

当社は、中期経営計画「TY2024」の事業戦略の一つに「M&A による事業拡大」を掲げており、2D シ

ミュレーションソフトウェアを主に販売する当社ライフサイエンス事業において、3D シミュレーショ

ンソフトウェアで市場に強みを持つレキシーを加えることで、営業・技術の人財面での一体的な運用

を図り、顧客ニーズに応じて柔軟に提案できる営業体制を構築し、さらに製品開発や技術サポート体

制も強化することで、事業の拡大を実現します。 

今回の株式取得は、このようなシナジー効果によって、当社ライフサイエンス事業の価値向上に資

するものと判断いたしました。 

 

人工関節置換術は、高齢者に多いと言われる関節に痛みが生じる疾患において、患者が QOL（生活

の質）を高め豊かな生活を送るために、痛みを取り除き歩行を可能にする手段の一つとして選ばれて

います。高齢化が進む日本において、65 歳以上の人口比率が 2025 年には 30％を超えると予想され、

股関節・膝関節の手術数は 2010 年からの 10 年間で 1.5 倍以上と増加の一途をたどっており、術前・

術後の精確で効率的な計画は今後もより重視されると見込んでいます。 

 



２．株式を取得する会社の概要  

（1）名称 株式会社レキシー 

（2）所在地 東京都豊島区巣鴨 2-11-1 ホウライ巣鴨ビル 4F 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役 小宮 全 

（4）事業内容 医療分野のソフトウェアおよびハードウェア開発 

（5）資本金 10 百万円 

（6）設立年月日 1988 年 7 月 18 日 

（7）大株主及び議決権比率 JSR 株式会社 100.0% 

（8）上場会社と 

当該会社の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の該当状況 

該当事項はありません。 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（1）名称 JSR 株式会社 

（2）所在地 東京都港区東新橋一丁目 9 番 2 号 汐留住友ビル 

（3）代表者の役職・氏名 代表取締役 CEO エリック ジョンソン 

（4）事業内容 半導体材料、ディスプレイ材料、合成樹脂、診断・研究試

薬、バイオプロセス材料等の開発、製造、販売、及び、バ

イオプロセス開発・製造受託、創薬支援サービスの提供 

（5）資本金 23,370 百万円 

（6）設立年月日 1957 年 12 月 10 日 

 

４．取得株式数及び取得前後の所有株式の状況 

（1）異動前の所有株式数 0 株(議決権所有割合：0.0%) 

（2）取得株式数 1,000 株 

（3）異動後の所有株式数 1,000 株(議決権所有割合：100.0%) 

 

５．日程 

（1）取締役会決議日 2023 年 2 月 8 日 

（2）契約締結日 2023 年 2 月 13 日 

（3）株式取得実行日 2023 年 3 月 31 日（予定） 

 

６. 当社業績への影響 

本株式取得による当社連結業績に与える影響につきましては軽微と見込んでおりますが、開示すべき

事項が今後発生した場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


